
令和３年度 事業報告 

 

１ 会 議 

（１）理 事 会   令和３年４月２１日（水） 

令和２年度事業報告（案）について 

補欠評議員、補欠理事の候補者（案）について 

第７４回福島県消防大会参集範囲について ほか 

          令和３年５月１２日（水） 

             日本消防協会の令和３年度共済事業による消防車両交付 

                  に係る本県の交付先推薦候補消防団について 

           令和３年１１月３０日（火） 

             令和３年度補正予算について 

             令和４年度福島県消防協会定例表彰について 

             第７５回福島県消防大会等開催日程等について ほか 

           令和４年２月１５日（火） 

             令和４年度事業計画について 

             令和４年度予算について 

             令和４年度福島県消防協会定例表彰被表彰者審査 

について ほか 

 

（２）評議員会   令和３年５月１２日（水） 

             令和２年度決算（案）の承認について 

             補欠評議員の選任について 

             補欠理事の選任について 

第７４回福島県消防大会宣言（案）・決議（案）等 

について ほか 

 

（３）監  査   令和３年４月１４日（水） 

             令和２年度決算・事業実施状況監査 

 

 （４）支部事務連絡会議  中 止 

※ 新型コロナウイルス感染拡大により中止した。 

 

２ 事 業 

 （１）消防大会事業 

第７４回福島県消防大会  中 止 

 ※ 新型コロナウイルス感染拡大による福島県の非常事態宣言発出によ 

り中止したが、令和３年度福島県消防協会定例表彰については、表彰 



旗は飯舘村「交流センターふれ愛館」にて、飯舘村消防団に授与した。 

その他の表彰物件は、福島県消防協会各支部に送付し、支部長に伝達 

を依頼した。 

受賞者（団）は次のとおり 

   表彰旗        飯舘村消防団 

           竿頭綬          １３分団  

           功績章          １７２名 

           精績章          ５５１名 

           感謝状 

①退職団長         ９名 

            ②退職団員       ５２５名 

            計  １団 １３分団 １，２５７名 

 

（２）慰霊祭事業（弔慰救済事業） 

     令和３年度福島県消防殉職者等慰霊祭を執り行い、消防活動中に、不幸にも 

殉職または殉難された消防職団員及び一般協力者の功績を称え、その遺徳を偲 

び、同様の事故防止を図るとともに、広報を通じ、消防活動における県民の協 

力の重要性を周知した。 

       開 催 日  令和３年１０月５日（火） 

       開催場所  殉職消防組員之碑 前 

（福島市荒井字仲沢７ 福島県消防学校内） 

参 列 者  福島県消防協会長、副会長、理事、監事、評議員 

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、遺族には 

案内せず、正副会長、理事、監事、評議員、事務局で 

執り行った。 

 

 （３）消防操法大会事業 

第４３回福島県消防操法大会  中 止 

     第２８回全国消防操法大会   中 止 

 

（４）消防団確保対策事業 

     消防団への入団を、一般住民に呼びかけるとともに、県内事業所等に消防団 

活動への理解促進を図った。 

     ① 消防団入団促進のため、パンフレットの作成、配布を行った。 

     ② 県内の経済団体等へ団員確保のため入団促進パンフレットを配布した。 

     ③ 消防団への応援メッセージ「Ｆｉｒｅエール五・七・五」の募集を行い、 

       応募作品をホームページや消防新聞等に掲載することにより、消防団員

の活性化に努めた。 



（５）広報事業 

各種広報媒体を活用し、防火思想の普及を図り次の事業を行い、一般県民の 

防火思想の高揚に努めた。 

① 春・秋季全国火災予防運動時の新聞企画に防災広報を掲載した。 

② 「火の用心」ステッカーを作製、配布した。 

③ 公式ホームページを随時更新し、情報提供した。 

④ 福島消防新聞を１０月と３月に発行、配布した。 

     ⑤ 日本消防協会が発行する機関誌「日本消防」に掲載される消防団への 

寄稿を依頼した。 

     ⑥ 消防協会マスコットキャラクター活用し、防火思想の普及広報のため、 

防災てぬぐいを作製、配布した。 

 

（６）消防団員研修事業 

     消防団員の知識・技術の向上を図るため、各種研修を実施した。 

     ① 消防団長等研修会  中 止 

※ ２月に郡山市で開催するため準備を進めていたが、福島県内の 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により中止した。 

② 女性消防団員等研修会 

         開 催 日  令和３年１１月２７日（土） 

         開催場所  パルセいいざか（福島市飯坂町） 

③ 消防団訓練指導員研修 

         開 催 日  令和３年１１月１０日（水）～１１日（木） 

         開催場所  県営あづま総合運動公園内体育館（福島市佐原） 

参 加 者  ２５名 

※ 新型コロナウイルス感染拡大に配慮し、人数制限や研修場所 

を変更して実施した。 

④ 各消防団で実施する初任訓練用の資料等を配付した。 

 

（７）地域の消防団体等に対する育成・支援助成事業 

     地域の消防団体等の運営・活動等の経費の一部を助成し、その団体の育成・ 

活動支援を行った。  

① 福島県消防協会各支部に対する運営費の一部を助成した。 

 ② 福島県消防長会で実施した福島県消防救助技術大会へ経費の一部を助 

成した。 

     ③ 福島県消防学校校友会事業  中 止 

④ 第２６回全国女性消防団員活性化徳島大会  中 止 

 

（８）消防会館運営事業 

     福島県消防会館の有効活用を図り、適正な管理運営を行った。 

また、消防会館再生計画に基づき会館の改修を始めた。 



 

（９）消防団員・消防職員のために実施する各種共済事業 

     日本消防協会及び全日本消防人共済会等の実施する各種共済事業の加入促 

進、事務取り次ぎを行い、会員の福利厚生事業を図った。 

〈各種共済事業の実施状況〉 

 ① 消防団員等福祉共済 

 a 加入者数   ３０，４００名 

 b 支払共済金   

公務中  無し 

    公務外  遺族援護金   １９件  １８，９１９，０００円 

         障害見舞金    ２件     １８０，０００円 

         入院見舞金  １８８件   ６，０２１，０００円 

           計    ２０９件  ２５，１２０，０００円 

② 婦人消防隊員等福祉共済 

a 加入者数   ９５９名 

 b 支払共済金 

公務中  無し 

公務外  無し 

③ 消防個人年金 

 a 加入者数  今年度新規加入者数  ２名 

        累  計     ３８７名（前年比３７名減） 

b 加入率             １．１％（前年比０．１％減） 

               全国平均１．８％ 

 c 受給者数           ３８７名（前年比１２名減） 

④ 火災共済事業（全日本消防人共済会） 

 a 加入者数  ２５，１７９名 

b 支払共済金 

火災共済金        ２件  ５，２５０，０００円 

風水雪害等共済金    ３６件  １，５９９，０００円 

地震等災害見舞金   ３９９件 １０，２４０，０００円 

⑤ 福祉増進事業（健康器具等購入の助成及びスポーツ行事等の助成） 

健康器具等購入の助成       ２，２３０，２００円 

 

 

３ 日本消防協会事業への協力 

（１）日本消防協会の実施する行事への参加 

    ① 第４０回全国消防殉職者慰霊祭 



       開 催 日  令和３年９月２８日（火） 

       開催場所  日本消防会館 

   ※ 新型コロナウイルス感染症の問題から、規模が縮小されたため、 

本県からの参列者はなし。 

    ② 第２８回全国消防操法大会   中 止 

    ③ 第２６回全国女性消防団員活性化徳島大会  中 止 

    ④ 令和３年度全国消防団大会 

       開 催 日  令和４年３月４日（金） 

       開催場所  日本消防会館 

   ※ 新型コロナウイルス感染症の問題から、第７４回日本消防協会 

定例表彰式のみ規模を縮小し開催。講演会は、映像配信された。 

 

（２）消防団員特別研修事業 

     日本消防協会主催による各種研修に、研修生を推薦した。 

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、日本消防会館での研修は中 

止され、映像配信による研修となった。、 

    ① 消防団幹部特別研修 

 令和４年２月７日～３月２日の 14日間（YouTube配信期間）内に各自受講 

    ② 消防団幹部候補中央特別研修（男性の部、女性の部） 

 令和４年２月７日～３月２日の 14日間（YouTube配信期間）内に各自受講 

 

（３）消防車両交付事業 

     日本消防協会福祉共済制度等規約により交付される消防車両の交付対象消 

防団の推薦等を行い、下記のとおり交付された。 

① 交付車両 防災活動車（ＳＵＶ型） 

② 交付団体 川俣町消防団 

 

 （４）日本消防協会定例表彰 

     本県から表彰候補団(者)等を推薦し、次のとおり授与された。 

なお、表彰旗は、喜多方市役所大会議室において、本協会会長から伝達表彰 

を行った。 

      ※ 新型コロナウイルス感染拡大により、表彰式は代表受賞団（者）のみで 

実施された。 

表 彰 日   令和４年３月４日（金） 

      受賞者（団） 表彰旗（１団） 喜多方市消防団 

             竿頭綬（３団）  桑折町消防団 

                      矢祭町消防団 

                      只見町消防団 

              功績章       ３４名 



               精績章       ８３名 

               勤続章      ２６８名 

               永年勤続職員     １名 

                計    ４団 ３８６名 

 

（５）消防育英事業   

   ① 県内奨学生１９名に対する奨学金の給付等への協力を行った。 

   ② 消防育英会支援自動販売機の普及に努めた。 

 

（６）新・日本消防会館建設事業への協力 

令和元年度から福島県消防協会各支部へ寄付の協力依頼を行っていたが、 

今年度、２消防団から寄付があり、２月２８日に日本消防協会へ送金した。 

 

 

４ 東北地区各県消防協会との情報交換 

（１）東北地区消防連絡協議会 

   例年、各県消防協会正副会長、事務局長等が出席し、東北６県及び新潟県の

消防関係者の連携強化を図るとともに、当面する諸問題について、研究討議を

行っているが、令和３年度は中止された。 

 

（２）東北地区消防協会事務局会議（順番により本県で開催） 

     事務局職員が出席し、東北６県及び新潟県の抱える諸問題について協議し、 

地域消防の活性化と協会の円滑な運営を図るため情報交換を行った。 

      開 催 日  令和３年１２月１３日（月） 

      開催場所  コラッセふくしま（福島市三河南町） 

出 席 者  東北・新潟各県消防協会事務局職員 

        


